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４．土砂災害警戒区域の調査・指定のあり方 

４．１ 土石流発生と土砂災害警戒区域との関係 

山口県は、平成２０年３月に防府市の土砂災害警戒区域（以下、「警戒区域」

という）を指定しており、今回の土石流が発生した渓流との関係については、

表－4.1 に示すとおり、防府市内で土石流が発生した５３渓流のうち、４２渓

流が警戒区域内で、１１渓流が警戒区域外となっている。また、警戒区域指

定のある１７９渓流では、土石流が発生しなかった。 

 

表－4.1  防府市における土石流発生渓流と土砂災害警戒区域との関係 

 

４．２ 土砂災害警戒区域外で土石流が発生した渓流 

図－4.1 に警戒区域外で土石流が発生した１１渓流の位置及び土石流発生

状況を示している。 

このうち、３渓流は下流に保全対象となる住宅等があり、警戒区域の追加

指定が必要である。一方、残りの８渓流は、現在も将来的にも住宅等の建築

が見込まれないことから、新たな指定は予定していない。 

この分類により、表－4.2 に１１渓流を整理している。 

 

表－4.2 土砂災害警戒区域外で土石流が発生した渓流 

警戒区域指定 渓流名 備 考 

神里川南 

自由ヶ丘１ 
追加指定を 

行うもの 
奈美川 

保全対象となる住宅等があるため 

台道１ 

山田１ 

山田２ 

山田４ 

素川 

勝坂２ 

勝坂４ 

追加指定を 

行わないもの 

三谷川 

現在も将来的にも住宅等の建築が見込

まれないため 

土石流発生状況  

 発 生 非 発 生 
計 

区域内 ４２渓流 １７９渓流 ２２１渓流 警戒区域 

との関係 区域外 １１渓流 － － 

計 ５３渓流 － － 
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４．３ 土砂災害警戒区域内で土石流が発生しなかった渓流 

 警戒区域内で土石流が発生しなかった１７９渓流と、土石流が発生した

５３渓流の分布を比較するため、土壌雨量指数分布・時間雨量分布・花崗岩

類分布域の合成図に、これらの渓流の位置を示したのが、図－4.2 である。１

７９渓流のうち、土石流が発生した３条件が合致するエリアに１１８渓流、

３条件が合致しないエリアに６１渓流が分布している。（表－4.3 参照） 

 ６１渓流で土石流が発生しなかったことは、発生原因の分析結果と整合し

ている。一方、１１８渓流で土石流が発生しなかったことは、渓流ごとの異

なる条件によるものと考えられる。 

このため、土石流が発生した渓流と発生しなかった渓流が混在している真

尾下郷地区及び上右田地区を事例に検討することとし、これらの地区の土石

流と警戒区域を図－4.3、図－4.4 に示している。それぞれ９渓流及び８渓流

では、降雨、地質及び植生については同じ条件であり、異なる条件となる流

域面積、渓流長及び平均勾配を表－4.4、表－4.5 に、また、縦断図を図－4.5、

図－4.6 に整理しており、流域面積が比較的大きく渓流長が長い渓流で土石流

が発生している傾向が見られるが、同様な流域面積と渓流長でも土石流が発

生していない渓流もあること、また混在している渓流の数が限られているこ

とから、土石流が発生しなかった要因を断定することは難しい。 

 

表－4.3 土砂災害警戒区域内で土石流が発生しなかった渓流分類 

 渓流数 備  考 

３条件が合致する渓流 １１８ 

３条件が合致しない渓流 ６１ 

計 １７９ 

３条件 

土壌雨量指数分布(11時時点) 170mm以上

時間雨量分布  (11～12時)  50mm以上

花崗岩類分布域 
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４．４ 土砂災害警戒区域外で土石流が発生した３渓流 

警戒区域外で土石流が発生した１１渓流のうち、保全対象の住宅等があり、

追加指定する必要がある３渓流について、警戒区域指定のための調査対象外

となっていたことから、指定対象渓流の現状の抽出方法を踏まえ、３渓流が

抽出されなかった原因について分析した。 

（１）土砂災害警戒区域の指定対象渓流の抽出方法（現状） 

警戒区域の指定対象渓流は土石流危険渓流調査によって抽出されており、

抽出条件は、1/25,000 地形図で１次谷を呈し、かつ、渓床勾配３°以上の区

間に保全対象がある渓流、または過去に土石流災害が発生した渓流となって

いる（図－4.7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.7 土砂災害警戒区域の指定対象渓流の抽出方法（現状） 

 

（２）３渓流が抽出されなかった理由 

警戒区域外で土石流が発生した３渓流のうち２渓流は、谷地形が 1/25,000

地形図で１次谷の条件を満たさないため、警戒区域の指定対象渓流として抽

出されなかった渓流である（図－4.8）。 

残りの１渓流は、１次谷の条件は満たすが、保全対象付近の渓床勾配が３°

未満であるため、警戒区域の指定対象渓流として抽出されなかった渓流であ

る（図－4.9）。 

谷地形が１次谷である
（1/25,000 地形図を使用） 

警戒区域の指定
対象渓流 

渓床勾配が３°以上の区間 
に保全対象が存在する 

過去に土石流が発生した渓流
（災害報告等） 

b 

a 

谷次数の判定基準 

１次谷：ａ＜ｂ 

０次谷：ａ＞ｂ

･谷筋の勾配が 3°以上
･過去の土石流氾濫実績あり

3° 

現  状 
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a<b→1 次谷

流域界

土石流

神里川南 

a>b→0 次谷

流域界

土石流

a

b 

自由ヶ丘１ 

a>b→0 次谷

b
a 

流域界

土石流

奈美川 

標
高

(

m

）

800750700650600550500450400350300250200150100500
30
40

60

80

100

距離 (m)

勾配2.4°

850 900 1000

勾配2.3°

計画えん堤位置 最上流人家 松ヶ谷橋

① ② ③

①
②

③

計画えん堤位置

最上流人家

松ヶ谷橋

背景図 1/25,000 地形図 背景図 1/25,000 地形図

背景図 1/25,000 地形図 

b 

a

図－4.9 渓床勾配が 3°未満のため抽出されなかった渓流

図－4.8 1 次谷の条件を満たさないため抽出されなかった渓流
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４．５ 土砂災害警戒区域の調査・指定の改善手法 

今回のような記録的な豪雨の際には花崗岩類分布域で土石流災害が発生し

やすいという教訓から、花崗岩類分布域において、今後、４．４に示した３

渓流のような渓流についても警戒区域の指定対象として抽出できるよう改善

手法を検討し、確認を行った。 

（１）警戒区域の指定対象渓流の抽出方法の改善手法 

現行では抽出できなかった渓流も含めて抽出するため、抽出の各段階の精

度を向上させることを検討した。具体的には、以下のように変更した。 

 ①1次谷の判定を1/25,000の地形図を用い抽出していたものを、1/10,000

の地形図を用いて抽出することに変更。 

  なお、花崗岩類分布域では谷出口付近の地形が不明瞭な谷筋が多いこ

とから、1次谷の判定は流域全体の地形状況を詳細に確認する。 

 ②谷出口付近の渓床勾配が緩い渓流では、渓床勾配３°以上を抽出して

いたものを、渓床勾配２°以上で抽出することに変更。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.10 土砂災害警戒区域の指定対象渓流の抽出方法改善手法 

 

改善手法 

谷地形が１次谷である
（1/10,000 地形図を使用） 

警戒区域の指定 
対象渓流 

渓床勾配が 2°以上の区間 
に保全対象が存在する 

過去に土石流が発生した渓流 
（災害発生履歴を詳細に調査）

b 

a 

谷次数の判定基準 

１次谷：ａ＜ｂ 

０次谷：ａ＞ｂ

･谷筋の勾配が 2°以上
･過去の土石流氾濫実績あり

2° 

※ 位置情報の不明確な災害履歴について、基礎
調査時に聞き取りや現地調査を行う。 
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（２）抽出方法改善手法による確認 

抽出方法改善手法を用いることで、４．４に示した３渓流を抽出すること

が可能かどうか確認を行った。 

神里川南は、1/10,000 地形図で確認すると１次谷の条件を満たしているた

め、改善手法を用いることによって抽出可能である（図－4.11）。 

自由ヶ丘１は、1/10,000 地形図で確認すると谷出口付近における谷次数判

定では１次谷の条件を満たさない。しかし、流域全体で地形を詳細に確認す

ると、源頭部付近で１次谷の条件を満たしており、改善手法を用いることに

よって抽出可能である（図－4.12）。 
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a>b→0 次谷

流域界

土石流

a

b 

背景図 1/25,000 地形図 

図－4.11 妥当性確認事例（神里川南）

砂防えん堤計画位置

背景図 1/10,000 地形図

a 
b

a>b→0 次谷

a<b→1 次谷
b

a 

a<b→1 次谷

流域界

警戒区域

土石流

a>b→0 次谷

b
a 

流域界

土石流 背景図 1/25,000 地形図 

図－4.12 妥当性確認事例（自由ヶ丘１） 
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 奈美川は、谷出口付近での渓床勾配が２°以上であるため、改善手法を用

いることによって抽出可能である（図－4.13）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.13 妥当性確認事例（奈美川） 

 

 以上から、土石流が発生し追加指定を行う３渓流について、地形条件等か

ら抽出できることが確認できる。 

 また、土砂災害警戒区域等の指定にあたっては、上流部の森林の状況も考

慮する必要があり、森林関係部局と連携を図ることとする。 
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土砂災害警戒区域の調査・指定の改善手法 

 今回の土石流発生の特性に類似する地域において、調査対象渓流の抽出方

法を以下のとおり改善する。 

 今後は、この改善手法により調査・指定を実施するとともに、既に区域指

定を行った地域においては、追加調査・指定を行う。 

    また、土砂災害警戒区域等の指定にあたっては、上流部の森林の状況も

考慮する必要があり、森林関係部局と連携を図ることとする。 

 

① 調査対象渓流の抽出精度を向上させるため、使用する地形図を従来の

1/25,000 から 1/10,000 に変更する。 

 

② 今回の災害発生状況を踏まえ、抽出する対象渓床勾配の条件を３°以

上から２°以上に拡げる。 
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